






まとめ 

1,本邦小児期 MPGN は欧米の報告に比して軽症型が多く,予後も良好と考えられる。その理

由として学校検尿の普及による早期発見,早期治療の効果も十分に考えられる。 

2,血清低補体価は,小児期 MPGN の特徴的所見と考えられる。 

3,Burkholder typeⅢが 5例 7%に認められたことは,興味ある所見である。 

4,次年度においては,retrospective study における病理組織所見の検討と,prospective 

study における免疫学的検討を主体に検討を続ける予定である。 


